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記者説明会＜10 月 25 日（火）13 時・霞キャンパス＞のご案内 

 

胃ろうと薬剤耐性菌保菌率との関係を初めて証明 
 

広島県内の長期療養施設での保菌調査 
 

論文掲載  

広島大学 院内感染症プロジェクト研究センターと広島大学大学院医系科学研究科

の研究グループは国立感染症研究所薬剤耐性研究センターと共同で、長期療養施設 6

カ所（介護老人保健施設３、特別養護老人ホーム３）の入所者の薬剤耐性菌の保菌調

査を実施しました。その結果、薬剤耐性菌と緑膿菌の保菌率が特に経腸栄養（胃ろう

など）を実施している入所者で有意に高いことを初めて見出しました。さらに緑膿菌

の保菌は死亡率とも関連していることが分かり海外の医学雑誌に発表しました。この

ことについての記者説明会を開きます。ぜひご参加ください。 

 

記 

日 時：令和４年 10 月 25 日（火）13：00～14：00  

 

場 所：広島大学霞キャンパス（広島市南区霞 1－2－3） 

放射線災害医療研修棟 4 階研修室 

 

出席者： 

広島大学病院 感染症科教授               大毛 宏喜  

広島大学大学院医系科学研究科 先端歯科補綴学准教授  吉川 峰加 

国立感染症研究所 薬剤耐性研究センター主任研究官   梶原 俊毅 

(広島大学大学院医系科学研究科 薬剤耐性学 客員講師) 

 

薬剤耐性菌の蔓延は世界でも喫緊の課題で、国内では 2016 年、政府が薬剤耐性

対策（AMR）アクションプランを策定、それに基づいて対策が推進されています。

厚労省院内感染対策サーベイランスによって、病院での薬剤耐性菌の状況は把握でき

るものの、検査をすることが少ない長期療養施設での実態は分からず、耐性菌の保菌

が予後に影響を与えるかについても不明でした。このため広島大学と国立感染研薬剤

耐性研究センターが共同で広島県内 6 施設の入所者 178 人の調査を実施、その後 1

年以上の経過観察を行いました。今回の研究成果から、長期療養施設でも薬剤耐性対

策、特に緑膿菌保菌に対する対策が必要であることが示されました。 

本研究は厚生労働科学研究費補助金 新興・再興感染症及び予防接種政策推進研究

事業（JP19HA1004, 22HA1002）、AMED 新興・再興感染症に対する革新的医

薬品等開発推進研究事業「薬剤耐性菌のサーベイランス強化および薬剤耐性菌の総合

的な対策に資する研究」の助成を受け実施いたしました。 
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記者説明会（10 月 25 日（火）13 時・霞キャンパス）のご案内 

胃ろうと薬剤耐性菌保菌率との関係を初めて証明 
広島県内の長期療養施設での保菌調査 

 
 

日 時：令和 4 年 10 月 25 日（火曜日）13：00～ 

場 所：広島大学霞キャンパス  

     放射線災害医療研修棟 4 階研修室 

 

□ ご出席     □ ご欠席 

 

   貴 社 名                       

 部 署 名                       

   ご 芳 名                （計  名） 

 電 話 番 号                       

 

誠に恐れ入りますが、上記にご記入頂き、10 月 24 日（月曜日）16 時まで 

にご連絡願います。 

 


